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資料２ 

 

全国の医療機関で 2020年から 2021年に 

頭頸部がんと診断された方およびご家族の方へ 

 

※当研究班は、国が集めている全国がん登録を用いて、日本における頭頸部がん診療の

実態について調査しています。 

 

【研究課題】 

頭頸部がんの診療における、構造、過程、結果の関連に関する研究-がん登録を用い

た解析-（審査番号：2025162NI） 

 

【研究機関名及び本学の研究責任者氏名】 

この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。 

研究機関： 東京大学医学系研究科公衆衛生学分野 

研究責任者： 力武 諒子(助教) 

担当業務: 研究計画立案・データ取得・データ解析 

 

【研究期間】 

 承認日～2028年 3月 31日 

 

【対象となる方】 

2020 年 1月から 2021年 12月に頭頸部（口腔、咽頭、喉頭、大唾液腺、鼻・副鼻腔、

中耳）がんと診断されて病院を受診された患者さんが対象となります。 

 

【研究目的・意義】 

頭や首のがん（頭頸部がん）を治すためには、専門の医師が必要ですが、そうした医師

の数は限られています。そこで、限られた人数でもすべての患者さんに正しい治療が届

くには、どんな医療の仕組みがよいのかを考えます。 

そのために、まずは全国のどこで、どのように患者さんが病院を受診しているのかを調

べて、地域ごとの違いや問題点を見つけることが大切です。例えば、専門の医師がいろ

いろな病院を訪れて診察をしている場合、それが患者さんが遠方の病院まで行かずにす

むことにつながっているのかなどを調べます。こうした調査を通して、どんな医療の仕

組みなら、患者さんが安心して治療を受けられるのかを明らかにしようとしています。 

 

【研究の方法】 

この研究では、頭頸部がんについて、患者さんがよりよい治療を受けられるように、

どのような医療の仕組みが必要かを考えるため、3つのテーマに分けて検討します。 

①  各病院がどの程度連携して治療しているかと、実際にどの程度治療しているかの

関係を調べます。 

②  どの地域でどのような患者さんがどの病院を受診しているか、また、他の病院の専

門の医師がどの程度診療しているかを調べます。 

③  各病院の中で、どのような体制（例えば、専門の医師が何人いるかなど）で治療を

していて、それが治療の実績にどう関わっているかを見ます。 

これらを調べるために、全国のがんのデータ（全国がん登録や院内がん登録）を使い、

患者さんの数や治療の様子、治療後の経過を分析します。 
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これらの結果をもとに、患者さんにとって必要な医療の形と、病院側にとって続けやす

い仕組みの両方を考え、今の専門の医師の数でも、患者さんが十分な治療を受けられる

には、どんな医療の仕組みが望ましいのかを明らかにしようとしています。 

すでに全国がん登録データや院内がん登録データとして記録されているデータを取

得して行う研究です。特に研究対象者の皆さんに新たにご負担いただくことはありませ

ん。 

このデータに含まれる情報は以下のものが挙げられます：性別、 診断名、 年齢（生

年月）、診断日、初回治療方針、ステージ、施設名、入退院年月日、提供された診療

行為や全身状態等の診療情報等。 

 

なお、研究計画書や研究の方法に関する資料を入手・閲覧して、研究内容を詳しくお

知りになりたい場合は、末尾の連絡先にお問い合わせください。他の研究対象者の個人

情報等の保護や研究の独創性確保に支障がない範囲でご提供させていただきます。 

 

【個人情報の保護】 

 この研究に関わって取得される試料や資料・情報等は、外部に漏えいすることのない

よう、慎重に取り扱う必要があります。 

本研究で使用する管理番号と参加施設の診察券番号等の対応表は、患者さんが受療し

た施設において管理され研究機関には提供されず、研究事務局へのデータの提供は、ア

クセス権を付与された担当者のみが利用できるシステム上で行われます。収集されたデ

ータは東京大学医学部公衆衛生学教室において保存され、研究責任者により個別のアク

セス権を付与された者のみがアクセスできる状態で保管されます。成果は、学会・論文

発表あるいは報告書といった形で行われるとともに、日本頭頸部外科学会等の頭頸部が

ん診療を行うがん診療の対策推進にも活用されます。研究報告に際しては常に集団を記

述する数値データのみの報告とし、特定の個人ができないように十分に配慮されます。 

 

取得した情報・データは厳重な管理のもと、研究終了後10年間保存されます。保管期

間終了後には保存媒体の物理フォーマットあるいは物理的な破砕をすることで廃棄し

ます。なお研究データを統計データとしてまとめたものについてはお問い合わせがあれ

ば開示いたしますので下記までご連絡ください。 

 

尚、提供いただいた試料・情報の管理の責任者は下記の通りです。 

情報の管理責任者 

 所属：東京大学医学系研究科公衆衛生学分野 

 氏名：力武諒子 

 

この研究は、東京大学医学部倫理委員会の承認を受け、東京大学大学院医学系研究科・

医学部長の許可を受けて実施するものです。 

 

この研究に関する費用は、文部科学研究費「頭頸部がんの診療における、構造、過程、

結果の関連に関する研究」（24K20134）から支出されています。 

本研究に関して、開示すべき利益相反関係はありません。 

  

この研究について、わからないことや聞きたいこと、何か心配なことがありましたら、

お気軽に下記の連絡先までお問い合わせください。 
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2025 年 8月 

 

【連絡・お問い合わせ先】 

研究責任者：力武諒子（りきたけりょうこ） 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学大学院医学系研究科 公衆衛生学分野 

電話：03-5841-3591（内線23542） 

e-mail：rikitake@m.u-tokyo.ac.jp 

mailto:rikitake@m.u-tokyo.ac.jp

